（様式１）
助教（病院）の採用審査用書式

氏名


科
医師としての経験年数（国家試験合格から）

年
本附属病院の医員としての在籍年数


大学院在籍期間

年
本附属病院の医員としての教育経験年数

年

（学生，研修医，若手医師を対象とした教育担当）

認定医又は専門医等の資格　　有・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
（有の場合は学会名を記載　ex.日本○○学会認定医）　　　
（様式２）

【業 績　１】学会発表（筆頭口演のみ）

一般演題，シンポジウム，ワークショップ，地域での講演など

　　

国外の例

1.Ishikawa O, Kondo A, Miyachi Y. A trivalent cross-link of type I collagen, histidinohydroxylysinonor- leucine, is significantly increased in the skin of systemic sclerosis. 61th Annual Meeting of American College of Rheumatology, USA , 2007
国内の例

1. 天野博雄，石川　治．精神的ストレスによる掻破行動に対するオピオイド受容体の影響－アトピー性皮膚炎モデルマウスにおける検討－,日本研究皮膚科学会第32回年次学術大会・総会　2007. 4.18～4.20　横浜

①　国外

１．

２．

３．

（以下は必要に応じて追加してください）

②　国内

１．

２．

３．

（以下は必要に応じて追加してください）

【業 績　２】論文（筆頭，またはsecond authorとなっている原著，症例報告，著書，その他，の順に英文と和文に分けて列挙してください）．報告書やproceedingは含めないでください．
英文の例

1.I Yasuda M, Miyachi Y, Ishikawa O, Takahashi K. Spatial expressions of fibronectin and integrins by human and rodent dermal fibroblasts. Br J Dermatol 155(3):522-31, 2006
和文の例

1. 槿山洋子　石川　治　宮地良樹．三次元培養系を用いたUVA照射によるヒト真皮由来線維芽細胞のI型コラーゲンおよびグリコサミノグリカンの変動の解析．日皮会誌 112: 953 - 959, 2002

①　国外

１．

２．

３．

（以下は必要に応じて追加してください）

②　国内

１．

２．

３．

（以下は必要に応じて追加してください）

